
令和６年度 第２回みんなで支える森林づくり長野地域会議 意見等概要 

 (■説明事項  〇意見等) 

 

◎現地視察により、一重山地区の取組を説明   （13:30～） 

 

 ◎ 会議      （14：45～16：20）  

自己紹介等        ※以下会議事項 

        

■一重山地域の活動について  

〇整備の状況については現地で見ていただいたとおり。利用者は増えている。 

〇里山の紹介冊子を作成し PR している。TV にも取材を受け PR ができた。 

〇イベントとして昆虫採集や標本づくりなどを実施した。 

 

・文化財であり眺望もよく良いところ、森林整備をすすめる上で注意している点等あれば 

教えてほしい 

 ▸石垣等もあるため基本的に大きな木の伐採はせず、枝落としや藪の刈払いを基本。休日

の朝の活動で行える程度の作業。それぞれ仕事を持っているため、活動は冬を除いた日曜

日としている。 

 

・活動している方は比較的若くてうらやましい。補助事業としても整備方法は面積単位のみ

でなく、枯損木など無理のない範囲で実施できるようにすることが大切。 

 ▸伐採は承諾の関係もあり大変な部分もある。伐採はハードルも高い。藪の刈払いが中心。 

 

事務局：伐採を補助事業で実施する場合、面積単位の実施が基本となるので、場所によって

は本数等で事業対象とできるように検討（提案）していきたい。 

    本日いただいた意見を参考に開かれた里山として地域承認していくことになる。 

 

■各地域の活動状況及び活動計画について 

 管内の里山整備利用地域協議会の状況等について概要説明 

 

〇七二会森林クラブ 

  地域の森林（広葉樹）も高齢級となってきている。薪として活用し、森林の若返りを目

的に取組みをしている。薪は静岡県の焼津にも出荷。補助事業活用して運営している。 

 

〇七二会里山整備利用推進協議会 

  竹林整備を中心に活動し、今年度で 5 年目の事業となり、周辺も手入れが進み降雪時に

垂れ下がりで通行止めになるような状況がなくなり鳥獣被害も減少した。竹チップとし

ても一部農家から需要がある。また、地域の学校等との連携した活動にも取り組んでおり、

竹のランタンなど作成し好評いただいている。 

 



〇千曲市八幡地区里山整備委員会 

  通称善光寺古道周辺の整備に取り組んでいる。歴史ある古道だが手入れ不足となって

きたため、森林整備と併せて整備にしている。今後は以前の眺望を確保できるようにした

いと思っている。また、地域の子供たちと木工教室を行うとともに、地元の方と機械の安

全使用講習も実施。 

 

〇その他利用地域の概要は事務局より説明 

  

◇意見、質問等 

 ・林は整備しないと荒廃してしまうので継続的な整備必要。補助制度等で支援が必要。 

 竹林のみではないが継続的な支援の検討をお願いしたい。 

 

 ・竹林整備で発生した材をパウダーなどで有効活用を検討したが良い成果が出なかった。 

 獣によるタケノコの被害も地域によっては課題となる。 

 

 ・静岡県へ薪を出荷することになった経緯等についてもう少し聞かせてほしい。 

  ▸環境的な問題で長野から静岡へ出荷することになった。継続して出荷していく予定。 

 

 事務局：県事業の参考とさせていただくとともに、市町村のみなさんにおいても支援でき

る事業等ありましたら支援をお願いしたいところ。 

 

■森林づくり県民税活用事業について （令和６年度実績及び令和７年度の計画について） 

 

 ◇森林づくり県民税活用事業の管内での活用状況について資料により事務局から説明 

 

 ◇各市町村より市町村森林整備支援事業の実績見込み及び計画を説明 

 

〇長野市 観光地の景観整備（2 箇所）と緩衝帯整備（4 箇所）を実施 

   

 〇須坂市 被害増加傾向の松くい虫対策、緩衝帯整備 2 箇所を実施。 

松くい虫はこれまでより標高が高いところにも被害が出てきている状況。 

  

 〇千曲市 観光地の景観整備 3箇所 姨捨駅周辺は計画的に実施していく予定。 

 

 〇坂城町 被害木対策として枯損木利活用を実施。搬出した材はバイオマス活用。 

      来年度も同様の事業を計画中。 

  

 

 

 



 〇高山村 森林外の松くい虫被害対策と緩衝帯整備を実施。 

     緩衝帯整備についてはツキノワグマの人身被害もあり、要望もあるので継続的

に取り組む。電気柵が設置されることにより、獣害は減少したが人も入山する機

会が減ってしまったように思う。 

 

〇飯綱町 ライフラインの保全中心に実施してきた。 

来年度は観光地等の整備を実施予定。里山整備に取り組む地域の倒木等の 

整理も予定している。 

 

 〇信濃町（事務局） ナラ枯れ対策を実施しバイオマス活用 

 

 〇小川村（事務局） ライフライン対策として県道付近の高所作業伐採 

 

 事務局：令和 7 年度予算について概要説明（木材、造林、苗木、ツキノワグマ関係等） 

 

■意見交換 

 〇苗木生産 カラマツ種子の確保が課題 採種園が優先となるが里山等でたくさん球 

果を着けているような情報があれば提供いただきたい。 

       特に、伐採等が伴うと採種しやすくなるのでありがたい。 

 

 〇森林   近年、ケヤキの葉が茶色になり様子がおかしい。 

       ▸ナラ枯れもあり目立つが、ヤノナミガタチビタマムシによる食害思われる。

樹勢は弱るが枯損はしない。 

 

 〇森林   ニワウルシ対策について何か有効な対策があれば教えてほしい。 

 

 〇森林整備活動 みなさんの活動などについて報道等をつかい上手く PR できればよい。 

        ▸プレスリリースなど行ってはいますが…今後も取組みます。 

地域会議の内容もこれまでと変わってきているので PR していきたい。 

  

 〇学校周辺林  学校周辺林整備について、学校への PR も必要に思うのでお願いしたい。 

         県や市町村の事業も知らないと思う。 

 

■その他 

 

 事務局：次年度の地域会議の開催計画等 

     地域の森林祭の実施内容等について情報提供依頼 

終了 

 

 



 

【会議の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    「開かれた里山」地域の説明              会議の様子 

 

 


